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平成3年度卒業論文題目一覧
ヘルマン・ヘッセの『クヌルプ』について－クヌル
プの人生観を中心として－
ミヒャエル・エンデ『鏡のなかの鏡』－父，エドガ
ー・エンデの影響一・
F.カフカ『城』について
ErnstTollerの,,MasseMensch@@,,Di aschi-
nenstiirmer!<,,Hinkemann4$を前提としての政治的
かつ社会的諸条件
いわゆる間接話法について
森鴎外『舞姫』の比較文学的考察－ゲーテとツルゲ
ーネフー
ドイツ語と英語における過去表現
フリードリッヒ・シラーの『たくらみと恋』における
ミルフォード夫人について
古ザクセン語における音韻及び形態の歴史的変化につ
いて
ドイツ語教育におけるランデスクンデと「経験され語
られた日常史」
VolksmarchenとKunstmarchen
トーマス・マンの『マーリオと魔術師』について
－その政治性と芸術性一一
グリムのドイツ語辞典の成立と時代背景
『鏡の中の鏡』よりエンデにおけるエドガー・エンデ
とルードルフ・シュタイナーの影響一大人達へのメ
ッセージー
『ブリキの太鼓』について
F.Kafka『判決』，『変身』に見られる作品の二重構
造性について
緋田理恵
浅野真弓
足立智司
諫山あかね
石原裕子
石丸明子
大見陽子
岡松恵美
岡本有里子
沖田有加
井裕子
山美春
??
唐津麻美佐
川崎亜紀子
川添智代
川端瑞祐
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／夕
ゲーテの『若きヴェルターの悩み』について
『モモ』における時間の意味
スイス・ドイツ語について
シラーの『ドン・カルロス』について一ポーザ侯爵
の人間性を中心に－
E.T.A.ホフマン『砂男』について
一目のモチーフを中心に－
トーマス・マンの『トニオ・クレーゲル』について
－主に小説技法を中心に－
『グリム童話集』の中の女性達について
慣用句に見える色彩観念-blauと青一
E.T.A.ホフマン『大晦日の夜の椿事』について
-A.v、シャミッソー『影を失くした男』との比較
において一
E.T.A.ホフマンに関する一考察一ホフマンの現
実と非現実一
カフカにおける「実存」と「法」と「罪」に関する考
察一『淀の門』， 『審判』を中心に－
HermannHesseの,,Gertrud"(『春の嵐』）につい
て
新高・中高ドイツ語及び古ゲルマン諸語における二格
の用法
「フリードリッヒと大同盟』について－中間期のト
ーマス・ ‐マンー
世紀末ウィーンとシュニッツラー
フランツ・カフカの『変身』について
C.F・マイマーの詩集における生と死の中間状態につ
いて一一,,IndenBergen<<を中心に－
AdelbertvonChamisso:"PeterSchlemihls
wundersameGeschichte"における影と七里靴のも
河本
木下
日下部
黒崎
勝己
登紀子
綾子
佳枝
栞内ゆかり
小谷川昌美
小林
米本
後藤
久美
恵津子
佳子
相良孝一
澤山裕治
執行 誠
下和田 香
新屋冬子
???
西祐子
政真由美
田充江
谷口 浩
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つ意味とその関係
谷山 誠 ゲーテの『若きヴェルターの悩み」について
田村真保 ヴェニスの誘惑と運命の死
土橋彩子 ハインリッヒ・ハイネの『新詩集」における「時事
詩」について—革命詩人としてのハイネー一
徳永玲子 ゲーテの『ヘルマンとドロテーア』について
徳丸博之 フリードリッヒ・シラーの「ヴィルヘルム・テル」に
おける自由について
戸 ロ 基子 ヘルマン・ヘッセの『デーミアン』における生の姿
中西真木 「ダントンの死』に登場する女性達
中野美和 ヘッセの小説『ゲルトルート」について一ーガイエン
ホーフェン時代末期のヘッセ—
長瀬美香 フランツ・カフカの「ユダヤ感」の生成と作品に隠さ
れた「ユダヤ観」の探究
奈良章代 クライスト『ミヒャエル・コールハース』に関する一
考察—ー作品のドラマ的効果を中心に一
西垣展也 フランツ・カフカの「審判』について
蠅川 和江 『ロマンツェーロ」の「ラザロ詩篇」における晩年の
ハイネの姿ー一宗教観・政治観を通して---
野出 政子 Heinrich von Kleistの「拾い子」について一一悪と
その根源—
橋本達昌 トーマス・マン「トニオ・クレーガー』について
波多野安姫 A. Schnitzler の『死者は語らず』について—限界
状況における人間の心理の追究ー一
平岡美幸 C.F.Meyerの詩の考察ー愛のあらわれについて一
藤岡康子 ヘルマン・ヘッセの「デーミアン』について—ュン
グ心理学「個性化の過程」からの考察を中心に一
藤木知子 トーマス・マン『ヴェニスに死す」におけるヴェニス
—ヴァグナーのトリスタン音楽との関連をめぐっ
て一一
堀川 輝之 ゲーテの『若きヴェルターの悩み』について
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フリードリヒ・ヘッベルの『マリーア・マグダレー
ナ』について－その時代観念と市民道徳一
ヘルマン・ヘッセ『デーミアン』におけるアウイサイ
ダーとその超越的二元性
Th.シュトルムの政治的姿勢についての一考察及び彼
の自然描写の特徴・手法-,,Immensee"(『みずう
み』）を中心にして－
オットー・ルートヴィッヒの『天と地の間』について
テオドール・シュトルム「みずうみ』について
ヘルマン・ヘッセの『ゲルトルート』について－ク
ーンの人生の発展を中心に－
トーマス・マンの初期短編における人間像の特徴的類
型について
ハインリッヒ・ハイネの『タンホイザー」について
－民謡詩『タンホイザー』との比較一
『群盗』について－カールとフランツから我々は何
を知るのか－
ヘルマン・ヘッセ『シッダールタ』について－仏教
思想との関連性一
アルトゥーア・シュニッツラーの『死者は語らず』に
ついて
ギュンターグラス『ブリキの太鼓』におけるオスカル
の役割について
HeinrichHeine『ドイツ冬物語』について
ゲオルク・ハイムの『泥棒』について
C.F.マイヤー(ConradFerdinadMeyer)の詩に
おける生と死について－「愛」 (Liebe)の部門を中
心に－
「間接話法」における「法」の問題一文法書に基づ
いて－
松村賢
■■■■■■■■
一
一
丸山千絵
南澤天美
????? ????
???
森 美
森井靖子
山田圭一
山本則子
吉田奈美
竹内亨午
長井
赤沼
中塚
?????
越田 均
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関西大学独逸文学会行事記録
（平成3年4月～4年3月）
○平成3年7月21日平成3年度総会および第73回研究発表会
総会議事
1）会長挨拶…………………･…･…………………………･藤井
2）編集報告･…･…………･…･………………………･……･諸沢
3）会計報告…．．………………･……………………………武市
啓行氏
巖氏
修氏
研究発表
ゴート語聖書における名詞規定の語順について…………羽根田知子氏
講 演
第三帝国の文化状況-K.フォンドゥング教授の来学に因んで
…………………．．………･……………．．………･小川 悟氏
○平成3年12月21日第74回研究発表会
会長挨拶………･…………………………･………………･……藤井啓行氏
研究発表
カフカの継承者……．．…………･……………………………北川 尚氏
講 演
ChaplinsFilmkomikimLichtvonBergsonsEssaitiberdas
LachenundvonKracauersFilmtheorie
．……………………………………..Prof.Dr.E・Scheiffele
（早稲田大学）
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’なお開会に先立ち， 「独逸文学」 35号（山下筆教授古稀記念号）の贈
呈式が行われた．
’
○平成4年2月22日講演会
講 演
ドイツ語技能検定試験と大学における今後のドイ ツ語教育について
,．…･…早川東三氏
（学習院大学）
’
…………･…………………･…･…………………早川
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｢独逸文学」37号執筆申し込み要領
1． 申し込み方法
執筆希望者は，平成4年8月30日までに編集委員会に申し出ること．
論文の場合はその要旨（レポート用紙1枚以内，横書）を，論文題目，
反頭発表の有無および日本文・ドイツ文の別を記したものとともに，書
評・紹介はその題目と簡単な内容説明を付記して，平成4年9月30日ま
でに編集委員会に送付のこと．
2． 原稿について
i)日本文の場合，論文は本文・注を合計し, 400字詰横書原稿用紙40
枚，別に500語程度のドイツ文のレジュメを添えること．書評・紹介は
同上用紙20枚，レジュメは不要．
ii)ドイツ文の場合，本文・注を合計し, 5000語（タイプ印書）程度，
レジュメは不要．
いずれも完全原稿を平成4年11月30日までに，編集委員会に送付．そ
の際，題目と氏名を日本文・ドイツ文で別紙に，記したものを添えるこ
と．
執筆申し込み，論文要旨，原稿送付とも締切り日厳守のこと．なお，
執筆申し込みの際， 「独逸文学」執筆要領を請求の上， これにしたがっ
て完全原稿を提出のこと．
掲載紙面の都合上，投稿原稿の採用の有無については編集委員会へ一
任のこと．
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